
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
誘導コイルの中に圧延材を通過させるソレノイド型誘導コイルを有する誘導加熱装置にお
いて、誘導コイルの支持枠に取り付けられ、圧延材の幅方向に設置されたヘッダと、この
ヘッダに配置され誘導コイルの内側の底部にエアを吹き付ける方向に設定された複数のエ
アパージ用ノズルとを有するエアパージ機構を備え

ことを特徴とする圧延材の誘導加熱装置。
【請求項２】
誘導コイルの中に圧延材を通過させるソレノイド型誘導コイルを有する誘導加熱装置にお
いて、誘導コイルの支持枠に取り付けられ、圧延材の幅方向に設置されたヘッダと、この
ヘッダに配置され誘導コイルの内側の底部にエアを吹き付ける方向に設定された複数のエ
アパージ用ノズルとを有するエアパージ機構を備え

ことを特徴とする圧延材の誘導加熱装置。
【請求項３】
誘導コイルの中に圧延材を通過させるソレノイド型誘導コイルを有する誘導加熱装置にお
いて、誘導コイルの支持枠に取り付けられ、圧延材の幅方向に設置されたヘッダと、この
ヘッダに配置され誘導コイルの内側の底部にエアを吹き付ける方向に設定された複数のエ
アパージ用ノズルとを有するエアパージ機構を備え

ことを特徴とする圧延材の誘導加熱装置。
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、該エアパージ機構は強磁性体ではな
い材料が用いられている

、エアパージ以外の際も、該エアパー
ジ機構の冷却用にエアを流すようにしている

、該エアパージ機構は強磁性体ではな
い材料が用いられているとともに、エアパージ以外の際も、該エアパージ機構の冷却用に
エアを流すようにしている



【請求項４】
誘導加熱装置は、連続して配列された複数の誘導コイルを備えており、それぞれの誘導コ
イルのエアパージ機構に対して、エアパージ用ノズルのエアを吹き付ける方向に、所定の
時間間隔で順次エアパージを行うよう制御するエアパージ制御手段を備えている

ことを特徴とする請求
記載の圧延材の誘導加熱装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、薄板熱間圧延の仕上圧延機の入側等に設置される誘導加熱装置であり、圧延
材を誘導コイルの中に通過させるソレノイド型誘導コイルを有する圧延材の誘導加熱装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
薄板の熱間圧延は、一般に、スラブを粗圧延機により中間厚さに圧延し、その後、仕上圧
延機で最終製品の厚さに圧延している。その際、中間厚さに圧延した段階で仕上圧延の温
度を確保できるよう、スラブの加熱温度、粗圧延の圧延条件、さらには仕上圧延の圧延速
度の加速（加速圧延）等が考慮されている。しかし、近年、製品品質等の要請から、加熱
温度の低温化あるいは仕上圧延後の冷却サイクルの複雑化等により、仕上圧延の温度が確
保し難くなって来ている。
【０００３】
そこで、中間厚さに圧延した段階で圧延材（粗バー）を加熱することが行われている。こ
の場合、加熱手段としては、バーナによる加熱と電磁誘導による誘導加熱がある。この誘
導加熱による加熱は、制御性が良いことと装置がコンパクトなことから、広く用いられて
いる。その中でも、圧延材が誘導コイルの中を通過する形式のソレノイド型誘導コイルを
有する誘導加熱装置が、よく用いられている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このような誘導加熱装置の誘導コイルの内側の底部には、圧延材の表面から剥離したスケ
ールが堆積する。これらのスケールは誘導加熱により溶融し、誘導コイルのボビンその他
の機器を損傷する原因となる。そこで、複数の誘導コイルの隙間からエアパージ用のノズ
ルで、誘導コイルの中に堆積したスケールを吹き飛ばすエアパージが行われている。
【０００５】
しかしながら、このエアパージ作業は、通常は手作業でエアパージ用のノズルを操作して
行う必要がある。ラインにエアパージ装置を設置する場合は、ラインの両脇に設置し、そ
こから誘導コイルの内部にエアを吹き付ける。その場合、誘導コイルの入り口から斜め方
向にエアを吹き付けることになるので、誘導コイル内部のコーナー部分は死角となりエア
が吹き付けられない。そのため、スケールを完全にエアパージできなくなる。また、この
装置の場合、エアパージノズルの設置角度等については、ラインを停止させて設定する必
要がある。
【０００６】
その他、誘導コイルの加熱効率を向上させるためには、板幅方向の寸法をできるだけコン
パクトにする必要がある。また、圧延材の蛇行により、スケールの落下場所が変わること
がある。しかし、エアパージノズルの設置位置は固定されているため、エアパージのでき
ない部分（死角）がさらに拡大する。
【０００７】
この発明は、以上のような従来技術の問題点を解決し、簡単な構造で死角がなく、効率良
くエアパージすることが可能な誘導加熱装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】

10

20

30

40

50

(2) JP 3843693 B2 2006.11.8

とともに
、最後の誘導コイルの出口にエアカーテンが設けられている 項１～
３のいずれかに



　上記の課題は次の発明により解決される。
第１の発明は、誘導コイルの中に圧延材を通過させるソレノイド型誘導コイルを有する誘
導加熱装置において、誘導コイルの支持枠に取り付けられ、圧延材の幅方向に設置された
ヘッダと、このヘッダに配置され誘導コイルの内側の底部にエアを吹き付ける方向に設定
された複数のエアパージ用ノズルとを有するエアパージ機構を備え、

ことを特徴とする圧延材の誘導加熱装置である。

【０００９】
　 の発明は、圧延材の幅方向に設置されたヘッダに、複数のエアパージ用ノズルが
配置されているので、誘導コイルの内側の底部について、すべての箇所にエアを吹き付け
ることができる。また、エアパージ用のヘッダが誘導コイルの支持枠に取り付けられてい
るので、エアパージ機構を誘導コイルごとラインから撤去して、オフラインで調節できる
。これにより、高熱場所で且つ作業性の悪いライン内の作業を回避することができる。
【００１０】
　第 の発明は、誘導加熱装置は、連続して配列された複数の誘導コイルを備えており、
それぞれの誘導コイルのエアパージ機構に対して、エアパージ用ノズルのエアを吹き付け
る方向に、所定の時間間隔で順次エアパージを行うよう制御するエアパージ制御手段を備
えている ことを特徴
とする第１ の発明の圧延材の誘導加熱装置である。
【００１１】
この発明は、複数の誘導コイルについてエアパージを行う際、一方の端の誘導コイルから
他の端の誘導コイルまで、エアパージを順次行うよう制御するエアパージ制御手段を備え
ている。このエアパージ制御手段は、エアを吹き付ける方向の上流側の誘導コイルから、
順次エアパージを行うよう、ヘッダに供給するエアを制御する。
【００１２】
誘導コイルからエアパージされたスケールは、搬送ロールの上に、あるいは、次の誘導コ
イルの中に落下する。この次の誘導コイルの中に落下したスケールは、その誘導コイルの
エアパージによりパージされる。エアパージされたスケールの一部は、さらにその次の誘
導コイルの中に落下する。以上の工程を順次繰り返して、すべての誘導コイルについて、
スケールが完全に除去される。
【００１３】
【発明の実施の形態】
この発明の実施に当たっては、図１に示すように、誘導コイル２のエアパージ機構１を、
ラインに直接（フロアまたは搬送設備等に）設置するのではなく、誘導コイル２の支持枠
３に取り付ける。この図１で、（ａ）はライン側面から見た断面図、（ｂ）誘導コイル２
の入口の方向から見た正面図である。誘導コイル２は、搬送ロール８の間に設置されてい
る。
【００１４】
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該エアパージ機構は
強磁性体ではない材料が用いられている
第２の発明は、誘導コイルの中に圧延材を通過させるソレノイド型誘導コイルを有する誘
導加熱装置において、誘導コイルの支持枠に取り付けられ、圧延材の幅方向に設置された
ヘッダと、このヘッダに配置され誘導コイルの内側の底部にエアを吹き付ける方向に設定
された複数のエアパージ用ノズルとを有するエアパージ機構を備え、エアパージ以外の際
も、該エアパージ機構の冷却用にエアを流すようにしていることを特徴とする圧延材の誘
導加熱装置である。
第３の発明は、誘導コイルの中に圧延材を通過させるソレノイド型誘導コイルを有する誘
導加熱装置において、誘導コイルの支持枠に取り付けられ、圧延材の幅方向に設置された
ヘッダと、このヘッダに配置され誘導コイルの内側の底部にエアを吹き付ける方向に設定
された複数のエアパージ用ノズルとを有するエアパージ機構を備え、該エアパージ機構は
強磁性体ではない材料が用いられているとともに、エアパージ以外の際も、該エアパージ
機構の冷却用にエアを流すようにしていることを特徴とする圧延材の誘導加熱装置である
。

これら

４

とともに、最後の誘導コイルの出口にエアカーテンが設けられている
～第３のいずれか



エアパージ機構１の主要部は、複数のエアパージ用ノズル４とそれを配置したヘッダ５で
ある。このヘッダ５は、誘導コイル２の軸に垂直に、即ち圧延材の幅方向と平行に取り付
けられる。エアパージ機構１へのエアの供給は、ヘッダ５と工場エア配管の間を、フレキ
シブルホース等で接続することにより行う。
【００１５】
エアパージ用ノズル４については、エアを吹き付ける方向が誘導コイル２内側の底部を向
くよう、取付け角度を設定する。この取付け角度は、誘導コイル２の軸方向に平行な方向
より下向きの角度となる。ノズル４の配置間隔は、吹き付けるエアの開き角度等、ノズル
の特性・仕様に合わせて適宜決定する。
【００１６】
なお、エアパージ機構１の材料については、鋼等の強磁性体を用いると誘導コイルからの
漏洩磁束により誘導加熱され、場合によっては赤熱状態になる。そこで、強磁性体ではな
い材料、例えばオーステナイト系ステンレスを用いることが好ましい。さらに、その場合
でも、ヘッダ５とノズル４は誘導加熱された圧延材からの熱輻射（熱放射）により加熱さ
れるので、パージ以外の通常の誘導加熱の際も、冷却用にエアを流しておくことが望まし
い。
【００１７】
また、ヘッダ５については、熱歪による撓み等の変形を防止するため、サポート部材を設
けることもできる。このサポート部材は、ヘッダ５の幅方向の例えば中央部等に、必要に
応じて取り付けることにより、ヘッダ５の撓みによるノズル４の角度のずれを防止するこ
とができ、エアを吹き付ける方向を常に最適に維持することが可能となる。
【００１８】
なお、エアパージ機構１を取り付ける誘導コイル２の支持枠３としては、コイルのボビン
（巻き枠）、それを支持する架台、吊り枠、あるいはこれらの装置をさらに搭載・懸架す
る台車等、誘導コイルを直接的あるいは間接的に支持するものであれば、特に限定されな
い。このようにして、誘導コイル２とエアパージ機構１の位置関係を、一定に保持するこ
とができる。
【００１９】
エアパージ機構１を調節する際は、それを誘導コイル２とともにラインから搬出すること
により、オフラインでノズル４の設置角度等の調節を行う。これには、誘導コイル２を台
車に搭載あるいは懸架することが便利である。台車をラインの横に移動させることにより
、ライン内の作業を回避することができる。
【００２０】
次に、別の実施の形態を図２に示す。この例では、複数の誘導コイル２のヘッダ５（エア
パージ機構）のエアを、電磁弁６により開閉する。この電磁弁６の操作は、エアパージ制
御手段７を用いて、タイマ等により所定時間毎にエアを供給することにより実施できる。
エアパージ制御手段７は、シーケンサあるいはマイクロコンピュータ等により、所定の時
間間隔で一定時間、電磁弁６に弁を開くための信号（電流）を流して、電磁弁６を操作す
る。このように、電磁弁６を順次開閉することにより、各誘導コイル２のスケールをパー
ジする。
【００２１】
なお、最後の誘導コイル２の出口には、エアパージされたスケールが飛散しないよう、エ
アカーテン（カウンターエアパージ）を設けることが望ましい。エアカーテンは、エアパ
ージ用ノズルと同様にヘッダ５ ' を設置し、エアを吹き付ける方向を誘導コイルの外側と
すれば実現できる。
【００２２】
【発明の効果】
この発明は、複数のエアパージ用ノズルを圧延材の幅方向に設置されたヘッダに配置して
いるので、誘導コイルの内側全体にエアを吹き付けることができる。また、エアパージ機
構を誘導コイルごとラインから撤去して、オフラインで調節できる。これにより、ライン

10

20

30

40

50

(4) JP 3843693 B2 2006.11.8



内の作業を回避し、効率を向上させることができる。
【００２３】
さらに、複数の誘導コイルについて、エアパージを順次行うよう制御するエアパージ制御
手段を備えることにより、スケールの一部が次の誘導コイルの中に落下しても、完全に除
去することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】発明の実施形態を示す外観図。
【図２】発明の別の実施形態を示す外観図。
【符号の説明】
１　エアパージ機構
２　誘導コイル
３　支持枠
４　エアパージ用ノズル
５　ヘッダ
５ '　エアカーテン用ヘッダ
６　電磁弁
７　エアパージ制御手段
８　搬送ロール

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 3843693 B2 2006.11.8



フロントページの続き

(72)発明者  中野　聖
            東京都千代田区丸の内一丁目１番２号　日本鋼管株式会社内

    審査官  槙原　進

(56)参考文献  特開２０００－００３７７９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－３１４１１５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H05B  6/10
              H05B  6/44
              B21B 45/00
              C21D  1/42

(6) JP 3843693 B2 2006.11.8


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

